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祥
二
郎
さ
ん
が
昨
年
７
月
に
開
い
た

お
店
で
す
。
奥
岡
祥
二
郎
さ
ん
は
北

中
の
伊
藤
広
和
さ
ん
の
い
と
こ
に
あ

た
り
ま
す
。
旅
行
中
の
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
は
、
記
事
に
は
書
き
ま
せ
ん
の

で
、
御
想
像
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
。 

ｎｅｗｓ 北中津原新聞 ｐａｐｅr 

おらんたちの村 

発行所 北 中 津 原 自 治 会 

平成２２年度  第 １ 刊 

北 中 津 原 自 治 会 新 年 度 始 ま る ！ 

 

平
成
二
十
二
年
度 

 
 
 

自
治
会
長 

ご
挨
拶 

自
治
会
は
「
地
域
の
人
同

士
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い

く
」
と
い
っ
た
精
神
を
、
地
域

の
人
々
の
中
で
盛
り
上
げ
、

住
み
よ
い
地
域
を
築
い
て
い

く
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
団
体
で
す
。
先
輩
方
々
の

築
か
れ
た
こ
の
良
き
北
中
津

原
を
少
し
で
も
前
進
さ
せ
る

よ
う
、
皆
様
の
ご
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
役
員
一
同
団
結

し
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

自
治
会
長 

石
田
敏
彦  

春まだ寒い頃ですが、梅の花が満開！ 

“ 桜咲く”も、もうすぐです！ 
 

 

 

◆  

新 

役 

員 

紹 
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自 

治 

会 
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石
田
敏
彦 

副
自
治
会
長 

 

東
松
和
久 

上
組
役
員 

 
 

山
下
誠
司 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

勉 

中
組
役
員 

 
 

中
村
一
成 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
村
佳
久 

西
組
役
員 

 
 

東
松
貴
弘 

 
 
 
 
 
 
 
 

東
松
新
也 

東
組
役
員 

 
 

伊
藤
国
男 

 
 
 
 
 
 
 
 

富
永
道
平 

一
年
間 
お
世
話
に
な
り
ま
す 

中
原
神
社 
粥
試
し 

中原神社粥試し結果 

早生  ----  ２５％ 

 中生  ----  ４５％ 

 晩生  ----  ３０％ 

 雨   ----  ６５％ 

 風   ----  ２０％ 

 照り  ----  ７５％ 

 大豆  ----  ３５％ 

 畑作  ----  ８０％ 

 松茸  ----  ９５％ 

 景気  ----  １５％ 

一
月
九
日(

土)  

中
原
神
社
で

両
中
津
原
自
治
会
行
事
の
粥
試
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
景
気

は
ま
だ
ま
だ
の
よ
う
で
す
が
、
松

茸
が
豊
作
と
出
ま
し
た
。
秋
が
楽

し
み
で
す
。 

昔
か
ら
続
い
て
い
る
伊
勢
代
参 

 

二
月
十
四
日
（
日
） 

今
年
も
伊

勢
代
参
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
参
の

方
二
名
で
伊
勢
神
宮
を
参
詣
し
て
い

た
だ
き
、
夕
方
四
時
頃
、
中
原
神
社

で
、
伊
藤
宮
司
と
共
に
参
詣
を
終
え

た
二
人
を
迎
え
ま
し
た
。
み
な
さ
ん 

ご
苦
労
様
で
し
た
。 

外
国
人
の
宿
泊
も
多
い
よ
う
で
、

私
た
ち
の
他
は
、
物
静
か
な
品
の
あ

る
お
客
様
の
よ
う
で
し
た
。
私
た
ち

は
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
？
！ 

市
内
観
光
で
、
銀
閣
寺
、
金
閣
寺
、

東
本
願
寺
、
西
本
願
寺
を
ま
わ
り
ま

し
た
。
銀
閣
寺
は
雪
化
粧
で
、
木
々

に
積
も
っ
た
雪
で
桜
が
咲
い
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
修
学
旅
行

の
よ
う
な
残
念
会
で
し
た
。
二
日
目

の
昼
食
は
、
祇
園
の
京
料
理
の
お
店 

“
お
く
お
か 

”
で
し
た
。
こ
こ
は
員

弁
町
（
坂
東
新
田
）
出
身
の
奥
岡 

自
治
会
役
員  

残
念
会
旅
行 

銀閣寺で記念撮影（７日） 

“八千代”の部屋から眺める 

南禅寺参道（７日の朝） 

粥試しの様子(上)と、はそり(左) 

二
月
六
日
、
七
日
の
一
泊
二
日

で
、
平
成
二
十
一
年
度
自
治
会
役
員

旅
行
（
残
念
会
）
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
六
日
の
朝
は
、
一
面
真
っ
白
な

積
雪
、
大
雪
の
中
の
出
発
と
な
り
ま

し
た
が
、
雪
の
心
配
は
い
な
べ
市
内

だ
け
ぐ
ら
い
で
、
道
中
、
積
雪
も
な

く
無
事
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

行

先
は
京
都
で
し
た
。
宿
泊
は
、
南
禅

寺
参
道
沿
い
に
あ
る
京
料
理
と
お

庭
の
宿
“
八
千
代 

”
で
し
た
。 

 

伊勢代参を迎える自治会役員 


